
第３号議案　　　　　　　　　令和元年度　事業計画（案）　　

第１．定時評議員会

　　　令和元年６月１日に定時評議員会を開催する。

第２．理事会、監査会等の活動

　１．原則として理事会は毎月、監査会は年２回開催する。

　２．各期評議員の登録更新を年度末までに行う。

第３．会報の発行、広報活動の充実

　　会報を令和元年１０月に発行する。 

第４．総会・ホームカミングデーの開催

　　令和元年１０月２６日に開催を予定しており、今年も母校の協力を得て総会当日にホ

ームカミングデーを実施する。

第５．会員情報の整備

１．会員情報整備に向けて、各期会員情報部幹事を確認し積極的な活動を促す。

　２．個人情報保護の観点から不要名簿の回収に努める。

３．「高校７２期の名簿」を作成、配布する。

第６．財政管理

　　規約改正に伴う新しい会費制度に対応した会計システム機能追加等を行う。

同期会、総会、評議員会などの場を通じて会費納入や寄付を呼び掛ける。

第７．母校及びＰＴＡとの連携

１．ＰＴＡと協力して幅広い母校支援を推進する。

２．母校の発展に寄与するため社会人講話、英語教育、部活動支援等を行う。

３．文化祭等様々な場を通して、在校生や保護者にいずみ会への理解を求めていく。

４．新成人の集いを母校、ＰＴＡと協力し実施する。

第８．人材バンク活動

１．人材登録様式を見直して、継続的に人材情報が活用できる方法を検討する。

２．サークル等の活動情報をホームページに掲載し、会員相互の交流の場を強化する。

３．会員相互の人材情報活用を目的に会員ニーズの掘り起こしを行う。

４．昨年度に引き続き母校支援に必要な会員情報の収集に努める。

第９．いずみ会活性化への取組

　１．評議員会の活性化

      若手評議員を理事会に招待し意見交換会を開催する。

      評議員の意識高揚のためワーキンググループ活動を推進する。

　２．サークル活動を支援する。

　３．新成人の集いを支援する。

　４．部活動ＯＢ／ＯＧ会との意見交換会を開催する。

　５．若手同期会を支援する。

　６．ＳＮＳ導入をはじめ情報発信力を強化する。

　７．趣味以外のサークル立ち上げなど会員相互交流を促進する。

第１０．将来に向けての運営システムの改革

長期的な会の活性化施策、収入確保の仕組等を検討していく。

第１１．役員改選準備

　　令和２年度の改選に向けて準備する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上


